
サンクチュアリコート高山
アートギャラリーリゾート

芸
術
に
囲
ま
れ
た
非
日
常
で
新
た
な
滞
在
体
験
を

地域に必要とされるように

ごあいさつ

リゾートトラスト株式会社
代表取締役社長　伏見　有貴

設計コンセプト

アートの香り漂うラグジュアリーリゾートホテル

グランド
オープン

（８）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　４月１１日　（木曜日）

　
リ
ゾ

ト
ト
ラ
ス
ト
︵
名
古
屋
市
中
区
︶
が
岐
阜
県

高
山
市
で
建
設
を
進
め
て
き
た
﹁
サ
ン
ク
チ

ア
リ
コ


ト
高
山
　
ア

ト
ギ

ラ
リ

リ
ゾ

ト
﹂が

日


グ
ラ
ン
ド
オ

プ
ン
す
る

同
社
新
ブ
ラ
ン
ド

サ
ン

ク
チ

ア
リ
コ

ト

の
第
１
弾
の
会
員
制
リ
ゾ

ト

ホ
テ
ル
と
な
り

美
術
館
を
併
設

ア

ト
と
融
合
し

た
新
た
な
滞
在
体
験
や
価
値
を
提
供
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う

設
計
・
監
理
は
日
建
設
計
が
担
当

施
工
を
受
け

持

た
鹿
島
は
顧
客
の
要
求
に
見
事
に
応
え

完
成
さ

せ
た


　年より当社が開発を進めてまいりました完全会員制リゾートホテル「サン
クチュアリコート高山　アートギャラリーリゾート」が、３月日に開業を迎え
ることができました。これもひとえに、関係各位ならびに近隣の皆様のご理解、
ご支援の賜物と厚く御礼申し上げます。
　当施設は、ホテル滞在自体が旅の目的となる、新ブランド「サンクチュアリコー
ト」シリーズの第１弾です。飛騨の小京都と呼ばれる高山の中心市街地からほど
近い高台に位置し、ミシュラン・グリーンガイド・ジャポンで三つ星を獲得した
「旧飛騨高山美術館」の跡地に開業いたしました。
　ホテルと美術館が融合した今までにない〝アートギャラリーリゾート〟として、
旧美術館から受け継いだ貴重な美術品など、館内の至るところにアートを散りば
め、芸術に囲まれた非日常の空間を創出いたしました。客室は全室スイートルー
ムで、各部屋に美術品を彷彿させるデザインを施しております。
　今後は豊かな自然に恵まれ、歴史文化が息づく高山市において、地域に必要と
されるホテルを目指して、地域文化のさらなる発展に貢献し、皆様と新たな歴史
を積み重ねていくことができれば幸いに存じます。お客様には当施設にて、優雅
で充実したひとときをお過ごしいただけるよう心より願っております。

エントランスホール ロイヤルスイート・洋ルーム

所員と職長でそろって撮影 ロイヤルスイート・和モダンルーム
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式
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設
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設
計
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ス
ペ

ス
デ
ザ
イ
ン

グ
ル

プ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

山
野
　
睦
代

株
式
会
社
日
建
設
計

設
計
監
理
部
門

ス
ペ

ス
デ
ザ
イ
ン

グ
ル

プ
設
計
部
長

小
谷
　
陽
次
郎

　計画地は岐阜県高山市、四方を高い山々に囲まれた豊かな自然と伝統文化に育
まれた独特の景観を持つ街である。市の中心部を流れる宮川の東部は江戸時代の
面影を残す商家群や寺院群が立ち並ぶ伝統的建造物群保存地区に指定されてい
る。計画地はその反対側、高山駅南西約１㎞に位置する松倉山の麓にある丘陵地、
旧飛騨高山美術館が建っていた場所である。東方を臨めば北アルプスの連山を臨
むパノラマビューが広がり、眼下には高山の街並みを見渡すことができる恵まれ
た立地である。
　敷地既存建物である旧飛騨高山美術館は当時「美のサンクチュアリ」を目指し
創られた。アール・ヌーヴォー、アール・デコを中心としたガラス作品・家具な
どを収蔵・展示したプライベートギャラリーで貴重なコレクションは世界から注
目されミシュラン三ツ星を獲得するほどであった。その精神を継承し、会員制ホ
テルで業界№１の実績を誇るリゾートトラスト様の、新たな挑戦「アートギャラ
リーリゾート」としてのデザインを追求し、北アルプスを臨む高山の丘の上に、ガ
ラスアートに彩られた他にない体験のできるホテルを創造することを目指した。
均整の取れた美しいプロポーション、シンメトリーに整えられた外装を、白を基
調とした重厚な石の表情と彫りの深いダークブロンズサッシとのコントラストで
構成することで、ホテルであると同時にアートギャラリーとしての風格が漂う。

　麓の道路から緩やかな曲線の坂道を上るとブロンズキャノピーと装飾ガラスが
印象的なゲートが現れる。ホテルエントランスまでの深い森をイメージした針葉
樹林が更なる期待感を高め非日常空間へと来訪者を誘う。ランドスケープでは北
アルプスの壮大で迫力ある自然の魅力を最大限享受できるよう、様々なシーンで
北アルプスの四季折々の魅力ある自然を観賞することができる場を演出した。
　アプローチスロープを上るとホテル正面エントランスが姿を現す。エントラン
スを抜けると積層ガラスの象徴的なアクセントウォールがゲストを迎える。アー
トの回廊としてエントランスロビーの列柱に配されたアートを楽しみながらレセ
プションへと導かれる。レセプションの奥には、飛騨の雄大な山並みが拡がる。
反対側にはラリックの噴水を配し、美術館ロビーとしてふさわしいシンボリック
な空間を演出した。
　１階にパブリックゾーンを集約し、北アルプスを望む東側にレセプション・レ
ストランを計画、存分にアルプスの山並みを愉しめる計画とした。北側に配した
スパにはアルプスの雄大な渓谷を再現。真冬には氷瀑を観ることが出来る。２～
６階に客室階、ハイグレード客室においてはビューバスを実現した。中央部には
ＢＯＨ・ＭＲを集約。ロの字型の客室配置は片廊下でありながら明快な断面構成に
よりコンパクトで高効率な計画である。最上階には北アルプスの連山を望むガー
デンテラスを計画、夜には満天の星空を愉しむことが出来る。
　日本屈指の観光地に建ち、美術館という新たな機能を備えたこのホテルが高山
市の新たな魅力として愛されることを願う。



ホテルと美術館が融合

施
工
の
ポ
イ
ン
ト︵
イ
ン
タ
ビ


︶

試行錯誤重ね顧客の求める品質を提供

延べ労働万時間無事故無災害

飛
騨
高
山
の
資
源
と
し
て
世
界
に
発
信

建　築　概　要

魅力を共に創造
高山市長　田中　明

祝 辞

（９） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　４月１１日　（木曜日）

鹿
島
建
設
株
式
会
社

　
所
長
　
戸
口
秀
一
郎
氏

　﹁
今
回
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
は
既

存
の
飛
騨
高
山
美
術
館
の
解
体


ホ
テ
ル
・
美
術
館
の
新
築
に
加
え


旧
美
術
館
の
美
術
品
を
一
時
保
管

し
新
ホ
テ
ル
に
移
設

復
元
・
展

示
す
る
作
業
が
あ
り

期
間
と
し

て
は
３
年
超
に
上

た
﹂

　
﹁
高
台
に
位
置
し

敷
地
の
ほ

ぼ
全
体
に
わ
た

て
建
物
が
建
つ

計
画
だ

た

敷
地
北
側
に
は
露

天
風
呂
や
大
き
な
岩
を
活
用
し
た

庭
園
を
は
じ
め
と
す
る
複
雑
な
工

事
が
集
中
し
て
お
り

こ
こ
か
ら

施
工
に
着
手
す
る
必
要
が
あ


た

工
事
車
両
の
適
切
な
動
線
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

た
め

急
斜
面
︵
敷
地
東
側
︶
に

乗
り
入
れ
構
台
を
構
築
し

そ
の

奥
に
大
型
ク
ロ

ラ

ク
レ

ン

を
配
置
す
る
こ
と
で
対
応
し
た


　
高
山
と
い
う
地
は
比
較
的
雪
が

深
い

躯
体
工
事
期
に
冬
を
２
回

越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

工
程
を

ど
う
安
定
さ
せ
る
か
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な

た

主
な
対
応
策

と
し
て
は

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
工
法

︵
型
枠
支
保
工
早
期
解
体
工
法
︶

を
採
用

こ
れ
に
よ
り
コ
ン
ク
リ


ト
打
設
か
ら
約

日
後
に
直
下

フ
ロ
ア
の
内
外
装
施
工
を
可
能
と

し

工
程
の
安
定
化
に
大
き
く
貢

献
し
た


　
お
客
様
に
と

て
今
回
の
物
件

は
新
ブ
ラ
ン
ド
だ

た

い
か
に

お
客
様
が
求
め
る
イ
メ

ジ
の
機

能
・
品
質
を
提
供
で
き
る
か
を
当

初
か
ら
考
え
て
い
た

お
客
様
は

内
装
仕
様
を
意
思
決
定
す
る
に
当

た
り

テ
ス
ト
ル

ム
を
事
前
に

造
る
こ
と
が
常
で
あ

た

当
現

場
で
は
テ
ス
ト
ル

ム
の
整
備
・

意
思
決
定
に
約
１
年
を
要
し
た


こ
こ
で
の
取
り
組
み
・
経
験
は


新
築
中
の
別
件
の
サ
ン
ク
チ

ア

リ
コ

ト
に
反
映
さ
れ
て
い
る


　
露
天
風
呂
の
見
せ
場
は
氷
瀑
で

あ

た
が

そ
れ
を
本
当
に
こ
の

高
山
の
環
境
下
で
つ
く
り
出
せ
る

の
か
が
思
案
の
し
ど
こ
ろ
だ


た

着
工
か
ら
１
回
目
の
冬

設

置
予
定
の
一
角
に
現
物
の
岩
を
用

い
た
モ
デ
ル
体
を
組
み

以
後
２

年
間

高
山
の
気
候
に
合
わ
せ

様
々
な
形
態
で
実
証
実
験
を
行


た

テ
ス
ト
ル

ム
と
氷
瀑
に
関

し
て
は
設
計
者
を
交
え

じ

く

り
時
間
を
か
け
て
試
行
錯
誤
を
重

ね
た
こ
と
が

お
客
様
の
満
足
す

る
機
能
・
品
質
に
つ
な
が

た
と

安
堵
し
て
い
る
﹂

　
﹁
現
場
運
営
に
当
た
り

所
長

方
針﹃
創
意
の
も
の
づ
く
り
﹄を


サ
ブ
ス
ロ

ガ
ン
﹃
当
事
者
意
識

と
チ

レ
ン
ジ
精
神
で
前
向
き
に

取
り
組
も
う
﹄
を
掲
げ
た

氷
瀑

の
具
現
化

新
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
対

応

美
術
品
の
復
元
・
展
示
な
ど

に
対
し
て
は
﹃
こ
う
や
れ
ば
で
き

る
﹄
と
い
う
確
定
し
た
方
法
が
な

か

た
中

現
場
に
従
事
す
る
全

員
が
当
事
者
な
の
で

受
け
身
に

な
ら
ず

互
い
に
創
意
工
夫
し
な

が
ら
意
見
を
ぶ
つ
け
合

て
答
え

を
見
出
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ

た
か
ら
だ


　
解
体
か
ら
携
わ

た

設
計
仕

様
で
は

外
壁
は
湿
式
タ
イ
ル
お

よ
び
石
調
の
塗
装
だ

た

あ
ら

ゆ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
軽
減
と
い
う
観

点
か
ら

本
物
の
石
の
採
用
を
提

案

テ
ス
ト
ル

ム
で
使
用
を
試

し

認
め
ら
れ
た

ま
た

氷
点

下

度
超
に
達
す
る
冬
期
の
現
場

で
は
コ
ン
ク
リ

ト
の
温
度
管
理

が
不
可
欠
な
た
め

コ
ン
ク
リ


ト
の
中
に
セ
ン
サ

を
打
ち
込
む

と
と
も
に

表
面
管
理
用
と
し
て

サ

モ
グ
ラ
フ


カ
メ
ラ
を
使

用
す
る
こ
と
で
凍
結
防
止
の
徹
底

を
図

た
﹂

　
﹁
昨
年
の
４

６
月
が
施
工
の

ピ

ク

そ
の
時
に
は
作
業
員
約

５
５
０
人
が
従
事
し
た

う
ち
約

６
割
が
泊
ま
り
込
み
の
作
業
員
で

占
め
た

コ
ロ
ナ
禍
だ

た
こ
と

も
あ
り

休
憩
所
を
６
カ
所
に
分

割

そ
れ
ぞ
れ
に
大
型
モ
ニ
タ


を
設
置
し

動
画
で
朝
昼
礼
を
開

い
た

注
意
事
項
や
進
捗
状
況
を

し

か
り
伝
達
で
き
る
と
い
う
メ

リ

ト
が
あ

た


　
職
長
と
当
社
職
員
が
一
つ
の
チ



ト
を
形
成
し

ス
ピ

デ



か
つ
タ
イ
ム
リ

に
進
捗
状
況

な
ど
の
情
報
を
共
有
し
た

造


て
い
る
施
設
の
性
格
上

現
場
以

外
の
写
真
や
絵
画

ス
ケ

チ
な

ど
を
提
出
し
て
も
ら
い

賞
を
与

え
る
イ
ベ
ン
ト﹃
ア

ト
の
祭
典
﹄

を
２
回
開
催
し
た

建
設
業
の
魅

力
発
信

入
職
を
促
進
す
る
趣
旨

か
ら

協
力
会
社
を
伴

て
高
等

学
校
に
直
接
出
向
い
た
り

現
場

見
学
に
招
い
た
り
す
る
取
り
組
み

も
実
施
し
た


　
当
現
場
は

延
べ
労
働
時
間
が

１
１
４
万
時
間
に
及
び

無
事
故

無
災
害
を
達
成
し
た

職
員
の
平

均
年
齢
は

歳
と
若
か

た

試

行
錯
誤
し
て
き
た
中
で
も
明
る

く

元
気
に

楽
し
く
現
場
運
営

で
き
た
か
ら
こ
そ

こ
う
し
た
結

果
が
付
い
て
き
た
の
だ
ろ
う

い

い
チ

ム
だ

た

高
山
は
歴
史

の
あ
る
美
し
い
場
所

そ
れ
を
施

工
に
よ

て
汚
す
こ
と
が
な
い
よ

う
心
掛
け
て
い
た

歴
史
の
１
ペ


ジ
に
名
を
連
ね
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
﹂


日
本
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン

露
天
風
呂

イ
タ
リ
ア
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン

美
術
館
ロ
ビ


竣工の姿は感慨深い
鹿島建設株式会社・兼子拓巳

　設備担当職として、会員制リゾートホテルというハイ
グレードな建物を着工から竣工・引渡しまでトータルで
現場管理でき、施主特有の要望事項などハイグレード故
の非常に貴重な経験を積むことができた。また、引渡し
後のアフター対応まで経験でき、施工段階にフィードバ
ックできる内容も学ぶことができた。私自身竣工まで携
わった経験がなく、今回初めて更地だったところからホ
テルが竣工した姿は感慨深いものがあった。

特別な経験も
鹿島建設株式会社・湯本梨奈

　工事では内装工事を担当した。高価な材料の使用や取
り合いの多さ、複雑な納まりに苦労したが、上司や先輩
社員にご指導いただき、無事に竣工を迎えることができ
た。自分が関わった建物、ホテルに試泊するという特別
な経験もさせていただくことがができた。これからオー
プンして多くのお客様が宿泊され、特別な時間を過ごさ
れることが楽しみだ。

　（令和５）年４月に創立周年の節目を迎えられまし
たリゾートトラスト株式会社様による、新たなブランド「サ
ンクチュアリコート」の第１号となるホテル「サンクチュア
リコート高山　アートギャラリーリゾート」のご開業を心よ
りお祝い申し上げます。
　ホテルと美術館を融合した日本では唯一無二と言われる会
員制リゾートホテルが、飛騨高山の地に開業されますことは、
当市の新たな魅力につながるものであり、地元としても大き
な期待を寄せるところでございます。
　高山市は、年間万人を超えるお客様が訪れる国内有数
の観光地として国内外より高く評価いただいており、お客様
を引き付ける伝統文化や古い町並、美しい自然といった飛騨
高山が誇る資源は、長きに亘り市民が守り伝えてきた大切な
財産です。「サンクチュアリコート高山　アートギャラリー
リゾート」へお泊りになられるお客様には、地域で守り続け
られてきた飛騨高山の魅力を存分に感じていただき、十分ご
満足いただけるよう、関係者の皆様と力を合わせて取り組ん
でまいりたいと考えております。
　最後に、リゾートトラスト株式会社様、サンクチュアリコー
ト高山　アートギャラリーリゾートに携わられるすべての皆
様、そして高山市へお越しいただくお客様のご多幸とご発展
を心よりお祈り申し上げ、お祝いのご挨拶といたします。

◆工　　　事　　　名：サンクチュアリコート高山新築工事
◆場　　　　　　　所：岐阜県高山市上岡本町１－－１
◆建　　　築　　　主：リゾートトラスト株式会社
◆設　計　・　監　理：株式会社日建設計
◆インテリアデザイン：株式会社日建スペースデザイン

株式会社丹青社（美術館エリア）
◆施　　　　　　　工：鹿島建設株式会社
◆敷　　　地　　　面　　　積：１万，．㎡
◆建　　　築　　　面　　　積：，．㎡
◆構　造　・　規　模：ＲＣ（一部Ｓ・ＳＲＣ・ＰＣ）造、地下１

階、地上６階、塔屋１階、延べ床面積２万
，．㎡、総客室数室

◆工　　　　　　　期：年７月１日～年１月日

東方の北アルプス・穂高岳を望む

スカイテラス


